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1．日本庭園のデザインの特性 写実と写意そして間 

 日本庭園は自然風景式庭園が主たる庭園感といえます。この風景式庭園については英国の「イギリ

ス風景式庭園」が有名ですが，この英国の庭園は，「写実」的表現で終始しています。つまり，風景を

そのまま写し取って構成している空間といえ，ある意味，広大な庭園空間ともいえます。では，日本の

庭園空間はどうでしょうか。日本でも同じく写実的表現も多くあります。しかし，日本では写実に加え

て「写意」的表現が入ってくるのです。この点が，東西の文化の違い，考え方の違いかもしれません。

整理すると，写実とは，物事をありのままに描写すること。そして，写意とは，事物を描写だけでなく，

形を主とせず，対象の内容や精神，作庭者の精神性を表現していることを意味します。よって，日本の

庭園は，写実と写意の両方を大切に作庭されているものといえます。 

 日本庭園は，自然の空間を縮景することで，自然の長所，よき所を理想化し，構成させていること，

自然現象を象徴化したり，具現化したり，そして抽象化したりと，様々な構成を作り上げていきます。

さらに日本庭園には，その中に文学や哲学，様々な教えなども取り込まれ，形が造られています。そう

いった点で「間」の空間が作り出されているのは，日本の生活の中にも溶け込んだ文化的特徴といえま

しょう。 

 

2．空間技法 

 日本庭園における空間技法は，意図的に作り出されているものが見られます。それは，見る人が楽し

み，そして考えさせてくれる空間づくりをしていると言えます。つまり，日本庭園は空間技法をうまく

使いこなすことで，その場の変化や景色，季節をも含めた空間芸術を楽しむことができる「場」といえ

ましょう。日本では世界でも最古の造園書といわれる「作庭記（別称：前栽秘抄）」があり，残念なが

ら原本はないと言われていますが，現在は写本が残っています。作庭記は，平安時代後期に造庭に関す

る思想・技術を理論的に記述した世界でも最古の造園をまとめた書です。筆者は，橘俊綱（平安時代中

～後期）と考えられています。日本の庭園の文化は，古くは古代からありますが，作庭記のような書に

よって更に文化としての醸成が深まっているとも言え，空間技法に繋がっているといえます。 

 また，こういった空間技法については，中国の庭園，園林でも同じことがあり，そういったことは，

明の時代に記述されたと言われる計成（计成。字，无否）の「園冶（园冶）」1，2，3）に詳しく記述され

ています。空間技法に関する共通性は，面白いものです。これは，中華文化圏の中での東アジアの空間

技法が伝播したのか，日本独自に空間構成や技法を作り上げているのか，そのあたりについて，皆さん

が実際に見ることで感じてみてください。 

 反して西洋ではどうかというと，東洋のような空間技法を意識してデザインをしたといったことは，



「欧米の造園デザインの中にそういった記録がない」4）とも言われていることから，意識した空間技法

と，そうでない空間技法の在り方の違いについて，文化圏の違いが見えてきますね。 

 

3．圓通寺，大徳寺方丈の借景庭園 

 圓通寺庭園は，世界的にも有名な

借景庭園です。江戸初期に後水尾天

皇による造成の幡枝離宮の跡にある

平庭式枯山水庭園で，幡枝茶園や幡

枝小御所とも言われ，現在も天皇家

ゆかりのお寺として有名です。この

庭園は，「都の富士」といわれる叡山

を借景とした動的で力強い庭園で，1

日として同じ景を作り出しているも

のではありませんので，見るたびに

新たな発見があります。 

 大徳寺方丈庭園は，南庭と東庭が

有名です。方丈南庭は，天祐紹杲（大

徳寺 169 世，住持）が作庭したと言わ

れています。また東庭は，小堀遠州

（政一）が作庭したと言われていま

す。この庭園もかつては鴨川や叡山

を借景にしていました力強い庭園だ

ったと推察されます。 

 

さいごに 

 庭園を見るとき，色々な角度から

見ると，新しい発見が見えてきます。

そして，その発見が庭を見つめなお

すきっかけにもなりますし，新たに

面白い視点が得られるかもしれません。京都には，有名なものから無名なものまで，数多くの庭園があ

り，庭園それぞれに個性があります。庭園を眺める際に今回お話しした内容の点にも注視して頂ける

と，その奥深さが見えてくると思います。ぜひ，写真で眺めるのではなく，現地で実際に庭園を見るこ

とをお勧めします。 
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圓通寺本堂から庭を眺めると柱が額縁の役割を担っている様になります 

 

大徳寺本坊 この庫裏から方丈に入り，庭園に至ります 
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